
 

令和２年度高大連携「ウィンター・セッション」実施要項 

－ 大学における高校生のための公開講座 － 

 

１ 目 的 

（１）高校生に対して、大学を会場に、大学における研究の面白さや研究者の姿に触れる機会を広く提

供することにより、生徒の興味・関心を高め、個性や能力の伸長を図るとともに進路意識の高揚と

学力の向上に資する。 

（２）大学が高校生を受け入れて授業をすることにより、高等学校と大学との連携や接続を円滑化し、

魅力ある大学づくりを図る。 

 

２ 主 催 いわて高等教育コンソーシアム、岩手県教育委員会 

 

３ 対 象 岩手県内の高校生 

 

４ 期 日 令和２年 12 月 25 日（金）～26 日（土） 

 

５ 日程、プログラム、主催及び募集人数 

（１）プログラム別 

12 月 25 日（金）13：00～16：15（予定） 

12 月 26 日（土）９：00～12：30（予定） 

番

号 
プログラム 主催（会場） 

募集 

人数 

１ 「地域創生とグローバル化－先導する大学－」 岩手大学 250 

２ 生まれるいのち、育ついのち 岩手県立大学 看護学部 40 

３ 社会福祉と生活の質 岩手県立大学 社会福祉学部 30 

４ 自然言語×コンピュータ 岩手県立大学 ソフトウェア情報学部 80 

５ 

『多角的に物事を考える』とはどういうことかを体

験する 

―地域文化を活かした地域活性化策を対象に 

岩手県立大学 総合政策学部 40 

６ 元気でいる食事と運動習慣＜仮＞ 岩手県立大学 盛岡短期大学部 15 

７ 経営情報学の扉 
岩手県立大学 宮古短期大学部 

（会場は滝沢） 
30 

８ 人間と文化―知力と感性のバランス－ 盛岡大学 文学部 30 

９ 
現代社会を生き抜く栄養・食生活―環境面からのア

プローチ― 
盛岡大学 栄養科学部 30 

10 幼児教育の世界―非認知能力を育む― 盛岡大学 短期大学部 20 

11 
新しい経済学への招待 ― 地域貢献人材に求めら

れるインテリジェンス 
富士大学 経済学部 30 

12 プロレベルの感染症対策技術を体験する 岩手医科大学 医学部（会場は矢巾） 20 

13 歯周病について学ぼう 
岩手医科大学 歯学部 

（会場：25日は矢巾、26日は内丸） 
30 

14 薬剤師になるために必要なことは？ 岩手医科大学 薬学部（会場は矢巾） 40 

15 人々の生活を支える看護～感染症と看護～ 岩手医科大学 看護学部（会場は矢巾） 30 

  ※ 詳細は、プログラム概要（別添）を参照すること。 



 

 

６ 申込から受講まで 

（１）申込 

  ア 受講希望者は、受講申込書（様式１）及び受講志願書（様式２）を記入し、各高等学校に提

出する。 

  イ 各学校は、上記アの書類を取りまとめ、受講希望者一覧表（様式３）を作成する。その際に、

第１希望のプログラムごとに校内順位をつける。 

  ウ 各学校は、取りまとめた受講申込書（様式１）、受講志願書（様式２）及び受講希望者一覧

表（様式３）を 10 月９日（金）までに高大連携事務局（岩手県立盛岡北高等学校）に提出す

る。 

    受講申込書（様式１）及び受講志願書（様式２）は郵送で、受講希望者一覧表（様式３）は

メールで提出する。 

    【提出先】（受講申込書（様式１）及び受講志願書（様式２）…郵送） 

 〒020－0632 滝沢市牧野林 298－１ 

        岩手県立盛岡北高等学校 高大連携事務局  岩渕 公夫 

         （受講希望者一覧表（様式３）…メール） 

 ptf1-iwabuti-kimio@iwate-ed.jp 

  エ 注意事項 

（ア）昨年度に受講した講座を再度希望することは控えること。 

（イ）受講申込書（様式１）の受講希望プログラムの欄の第２希望及び第３希望については、受

講する意志がない場合は記入しないこと。 

（ウ）受講希望者一覧表（様式３）を提出する際に、ファイル名「【様式３】受講希望者一覧表

（学校名）」の学校名のところを各学校名に変えること。 

（２）選考および受講者の決定 

  ア プログラムごとに、受講希望者が募集人数を超えた場合は、提出された書類をもとに選考を

行う。 

  イ 受講者の決定については、11 月６日（金）までに各学校長あて通知する。 

（３）受講 

  ア 詳細な集合場所、携行品、服装等については、受講者決定の通知とあわせて連絡する。 

  イ 会場から遠隔地域に居住している受講者のための宿泊及び居住地からの送迎バスを準備す

る。 

  ウ 終了後、受講者に修了証書を発行する。 

  エ 最終日 12 月 26 日（土）の送迎バスは各大学から遠隔地域へ向かう。 

 

７ 受講費用等について 

（１）受講については、無料であること。 

（２）昼食については、自己負担であること。 

（３）受講にあたって、受講者は賠償責任保険及び傷害保険に加入していること。 

  



 

８ 遠隔地域に居住している受講者の宿泊について 

 会場から遠隔地域に居住している受講者のために宿泊の斡旋（会場との送迎を含む）を行うので、

希望する者は、受講申込書（様式１）にその旨を記入すること。 

（１）宿泊場所 

場 所 会 場 

国立岩手山青少年交流の家 岩手大学、岩手県立大学、盛岡大学、岩手医科大学 

県立総合教育センター明窓館 富士大学、岩手医科大学 

（２）費用【予定】 

国立岩手山青少年交流の家：4,280 円 

（１泊：宿泊・朝夕の食事代[1,480 円]、会場との送迎バス代[2,800 円]） 

県立総合教育センター明窓館：4,820 円 

（１泊：宿泊・朝夕の食事代[2,020 円]、会場との送迎バス代[2,800 円]） 

（３）その他 

宿泊先については、受講者決定の通知とあわせて連絡すること。 

各宿泊先の新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインを参照すること。 

 

９ 遠隔地域に居住している受講者の送迎バスについて 

  会場から遠隔地域に居住している受講者のために、初日（行き）と最終日（帰り）に無料送迎バス

を運行するので、希望する者は、受講申込書にその旨を記入すること。乗降車地については、次の

ア～ニの予定であるので、記号を記入すること。 

（１）乗降地（予定） 

ア 久慈   イ 葛巻   ウ 岩泉   エ 宮古 

オ 山田   カ 大槌   キ 釜石 

ク 大船渡  ケ 高田   コ 住田   サ 遠野 

シ 種市   ス 大野   セ 軽米   ソ 二戸   タ 一戸 

チ 大東   ツ 千厩   テ 江刺   ト 金ケ崎  ナ 西和賀   ニ 一関 

（２）その他 

 ア 初日（行き）の乗車時刻は、６：30～９：30 の予定であること。 

イ 初日（行き）は、各プログラム会場に12：30までに到着すること。 

ウ ルート、詳しい乗降地の情報、最終日（帰り）については、受講者決定の通知とあわせて連

絡すること。 

 

10 その他 

（１）上記の８及び９は、会場から遠隔地域に居住している者が対象であるので、内陸沿線地域に居

住しており、会場への交通手段がある者は希望しないこと。 

（２）各プログラム会場校での学生食堂の利用については、受講者決定の通知とあわせて連絡する

こと。 

 

11 申込及び問合先 

岩手県立盛岡北高等学校  高大連携事務局  岩渕 公夫 

       〒020－0632 滝沢市牧野林 298－1 

       電 話  019－687－2311 

       ＦＡＸ  019－687－2280 

       メール  ptf1-iwabuti-kimio@iwate-ed.jp 


